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とちぎメディカルセンターとちのき　院長　成田　純一

とちぎメディカルセンターとちのきでは平成29年12月１日より「在宅療養後方支援病院」の運用を開始いたし
ました。
事前に、かかりつけ医を通じて在宅療養をしている患者さんの、入院希望の登録をしていただきます。登録さ
れた患者さんの病状の急変等で治療が必要となった時に、かかりつけ医よりとちのきに連絡いただければ、24時
間受入れを行うシステムです。まずは、かかりつけ医にご相談ください。

※在宅療養ってなんだろう
在宅療養とは、高齢者が住み慣れた自宅や地域で療養しながら長く生活できるよう、また、家族等に囲まれて
在宅で最期を迎えることができるように訪問診療、訪問看護などの支援を受ける事を言います。
かかりつけ医や看護師が自宅を訪問し診療等を行い、医師は本人や家族が望むような在宅診療が受けられるよ
う看護師やケアマネジャー等と連携して、情報の共有を行います。

※『往診』と『訪問診療』の違い
往診は、具合が悪くても通院ができない時に、医師が訪問し治療を行うことを言います。
訪問診療は、医師や看護師がチームを作り、決まった日（定期的）に自宅を訪問して診療や治療を行うことを
言います。

～訪問診療を受けている患者さんを24時間受入れいたします～
在宅療養後方支援病院について
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受付票には、受付番号、受診科、ブロック名、予約時間を表示します。
診療科前の「②待合掲示板」に受付番号が表示されましたら診察室にお入りください。
診療が終わりましたら、「③会計表示板」に番号が表示されますので、会計窓口又は自動精算機で
お支払いください。

処方箋のある方は院外薬局へ

～しもつがで診療を受けるには？～

診察申込書にご記入のうえ、保険証と一緒

に１～２番受付にご提示ください。

紹介状をお持ちの方は併せてお出しくださ

い。受付後、受付票をお渡しします。

受付票をご提示ください。

正面玄関右側の「①再来受付機」にて診察

券を入れて受付をし、受付票をお受け取り

ください。

受付票をご提示ください。

採血・採尿のある方は「採血・採尿室」

にお越しください。

しもつがの外来は各ブロックに分かれております。

受診方法についてはまずインフォメーションにお聞きください。 インフォメーション

再　診初　診

ブロック受付

ブロック受付

総 合 案 内

①再来受付機 ②待合掲示板 ③会計表示板

１番～２番受付　初診 /再診

　　　４番受付　文書受付

５番～６番受付　計算 /会計

今回の『TMCの彩』は、とちぎメディカルセンターしもつがの
“外来診察の流れ”についてご紹介いたします。『TMCの　』
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T M C の顔 今回は、とちぎメディカルセンター居宅介護支援事業所で
働く“ケアマネジャー”の仕事内容を紹介いたします。

とちぎメディカルセンター居宅介護支援事業所
～地域で暮らす高齢者が安心して在宅生活を送るために温かい支援を行います～

ケアマネジャーとは・・・
　介護保険のサービスを利用するにはケアプランが必要となります。
　そこでケアマネジャーは介護保険を利用される方が、可能な限り自立した生活を送ることができ
るように・ケアプランの作成・サービスを提供する事業所や行政などの関係機関との連絡調整・継
続的なサービスの評価などを行っています。
　ケアマネジャーには『介護が必要な人と介護保険サービスをつなぐ』という大切な役割があります。
とちぎメディカルセンター居宅介護支援事業所は４名のケアマネジャーで業務を行っています。医
療的対応の必要性が高い方や介護度が高く様々な観点からのサポートを必要としている方の相談が
多くありますが、入院中より病院に伺い、ご本人やそのご家族と面接をし、退院後どのように在
宅生活を送りたいか一緒に考え、安心してご自宅での生活を送ることができるように相談や支援を
行っています。ご自宅での生活が不安な方、介護
保険サービスをご利用したい方がどのようにした
らよいかなどお気軽にご連絡いただきたいと思い
ます。

� 問い合わせ先　0282－23－5867

初診時選定療養費について
　しもつがでは、他の保険医療機関からの紹介状をお持ちでない患者さんには、保険診療の自己負

担のほかに選定療養費をいただいております。選定療養費とは、病院と診療所の機能分担を図る観

点から厚生労働省が認めた制度で一般病床200床以上の病院が算定するものです。しもつがは一

般病床200床以上の病院のため、初診時に紹介状をお持ちでない患者さんには、選定療養費とし

て2,700円をお支払いいただいております。

各ブロック紹介（Ａ～Ｄ）

Ａブロック
整形外科

皮膚科

スポーツ健康科

Ｂブロック
外科 膠原病内科

脳神経外科 腎臓内科

形成外科 血液内科

神経内科 老年内科

総合診療科

循環器内科

内分泌内科

緩和ケア内科

Ｃブロック
呼吸器内科

消化器内科

小児科

Ｄブロック
泌尿器科

婦人科

眼科

耳鼻いんこう科

※各科の診察予定及び休診情報につきましてはホームページをご覧ください。
ＴＭＣしもつが　http://www.tochigi-medicalcenter.or.jp/shimotsuga/
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職 員 を 募 集 し て い ま す

医師、看護師、准看護師、介護福祉士、看護補助（介護補助）
など

募集職種 採用試験
日時：随時受付いたします（定員に到達し次第締切）
内容：面接試験、作文試験（新卒者に限る）

問い合わせ先 ☎ 0282-20-1281 担当：総務部

とちぎメディカルセンターは地域完結型医療を目指しています

　地域の身近にある病院として、皆さんの健康づくりにお役立ていただくために公開講座を開講しております。法人の各
専門職が健康維持と病気に関する講演と実技・相談などをさせていただきます。是非、この機会にお誘い合わせの上、お
気軽にご参加ください。

市　民　公　開　講　座

し も つ が と ち の き

日　　時：２月28日（水）11：00～
演　　題：呼吸認定　慢性閉塞性肺疾患とは
演　　者：看護師　小藤　有希（慢性呼吸器疾患看護認定）

日　　時：３月28日（水）11：00～
演　　題：TMCとちのき回復期病棟の実際
演　　者：医　師　下枝　宣史（脳神経外科）

日　　時：４月25日（水）11：00～
演　　題：アレルギー疾患の原因と対策
演　　者：医　師　福田　　健（呼吸器・アレルギー内科）

日　　時：５月23日（水）11：00～
演　　題：意外にこわいヘルニア
演　　者：医　師　児玉　多曜（外科）

日　　時：２月21日（水）11：00～
演　　題：いつまでも転ばないように歩くためには…
演　　者：理学療法士　松本　一慶

日　　時：３月14日（水）11：00～
演　　題：あなたのよろず相談お受けします
　　　　　～ソーシャルワーカーのお仕事～
演　　者：社会福祉士　新村　慎介

日　　時：４月18日（水）11：00～
演　　題：スキンテア（皮膚裂傷）について
　　　　　～家庭でできる予防と処置～
演　　者：�看護師　藤田　和美（皮膚排泄看護認定）

日　　時：５月16日（水）11：00～
演　　題：介護老人保健施設『とちぎの郷』について
演　　者：看護師　福田　裕美子

　地域の身近にある病院として健康維持と病気に関する基礎知識を紹介し、皆さんの健康づくりにお役立ていただくために、
出前講座を用意いたしました。
　皆さんが「知りたい」講座について、お申込みください。法人職員（講師）が、皆さんのもとへ伺います。

TMC出前講座のご案内

法 人 運 営 理 念
「心」の通う優れた医療を提供し、地域から信頼され愛されるメディカルセンターを目指します

①講 座 名：�「病院への上手なかかり方」や「生活習慣病の
予防」など、たくさんの講座をご用意してお
ります。内容は、ご相談ください。

②参加人数：�１講座につき10名以上のご参加をお願いいた
します。

③開催場所：お申込者側で、栃木市内の会場をご用意願います。

④開 催 日：�平日９時～17時（土日祝日を除く）※他の時
間帯をご希望の際は、ご相談ください。

⑤費　　用：無料
⑥お申込先：〒328-0043　栃木県栃木市境町27-21
　　　　　　TEL　0282-20-1281　FAX　0282-21-8291
　　　　　　担当：総務部

≪デザインの作成者の意図≫
とちぎの頭文字「と」を四葉のクローバーにデザイン化。医療（グリーン）、福祉（オレンジ）、保健（ブ

ルー）、地域（ピンク）への貢献を配色で表現。葉の一枚一枚を、両腕を広げる患者さんの姿に見立てて、
地域の方々が元気な姿に見え、地域完結型医療体制により地域の方々の元気、健康をサポートする医療を
し、地域から信頼され、愛される「とちぎメディカルセンター」を表現しています。

『とちぎメディカルセンター』のロゴマークが決定！！
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